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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

· OTスタッフ欠勤（ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ罹患）の為、本日より4/12まで下舘がOT業務に付く。

· 本日より（6/1まで）東北メディカル学院からOT実習生あり。

· 経過連絡表4/10まで提出すること。

· 4/18 19:00～21:00　部署懇談会あり。4/12まで抱負を所定フォルダーに入力すること。

· 4/13　食事サービス提供管理委員会あり。

＜外来情報＞

· 我満　奈津紀様～「最近、夜になると怖い感じがする」と話される。抗不安薬１週間分処方あり。

＜利用者様情報＞　

· 鈴木　茂子様～　「休日に２回転んだので、病院受診したいので今日休みます」と本日電話連絡あ

り。

· 我満　奈津紀様～「２週間前より夜になるとむしょうに泣きたくなる。外来時、主治医に相談した
　　　　　　　　ら薬が増薬になりました」と話される。また、自宅の部屋が片付けられない、
　　　　　　　　洗濯がすごく溜まっていると相談あり。スタッフより家で洗濯が出来ないのなら
　　　　　　　　青山荘の洗濯機を使用することを提案している。

· 其田　淑子様～　最近、「17:00で帰りたい」と訴えられること多い。その都度、スタッフより夕　　　

食もバランスよいものを摂取した方が良いので、定時まで過ごすことが出来るよう説明している。

· 田中　正士様～　歩行時の不安定さが著名。また、両足の浮腫があると青風荘より情報提供あり。
　　　　　　　　以前より、通所スタッフから本人へ、椅子へ長時間座らず、床に座布団を敷き
　　　　　　　　足を長めて座るよう促している。引き続き、足を伸ばして座るよう促していく。

· 浜飯　政昭様～　3/31でデイナイトケア退所となる。担当スタッフは退所時要約を作成すること。

＜業務改善＞

○今後、通所の利用率を向上の通所者のデータ作成○

　・進行状況

利用者の現住所･通所利用時の移動手段のデータ入力、各項目集計完了。

・これからやること

4/12までにデータを元に白地図へ分布図の作成・グラフの作成を完成させる。

○今後にむけてのプログラム検討～新しいプログラム作成にあたり～○

・進行状況

　　各目的に応じたプログラム案の作成終了。

・これからやること

　　本日、担当者が、プログラム案を基に計画が必要なものをピックアップする。4/10のカンファレンス時、本日話し合った案を検討する。

＜転倒・転落リスクアセスメント＞
・進め方について

①チェックリストの点数確認　②問題点への対応策　　⇒3ヶ月毎に確認していく。

・アセスメント

清水　秋男様（56歳）

①12点（危険度Ⅱ）

②・歩行時、ズボンのポケットに手を入れる癖がある。スタッフ声がけして見守りを行っていく。

　・他者が近づいても気が付かずぼんやりされている事が多い。見守りを行っていく。

今野　容子様（70歳）

①21点（危険度Ⅲ）

②・低血糖で倒れる危険性がある。体調不良の際は、必ずスタッフへ伝えるよう促していく。また、見守りを行っていく。

　・視力低下している為、足元が見えにくい可能性がある。スタッフ声がけして見守りを行っていく。

　・現在、杖歩行だが、杖が滑り体勢が崩れる可能性もある為、スタッフ声がけして見守りを行っていく。






